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新技術の概要

推進の原理

本技術のアピールポイント

一本のチューブへ圧力を印加するのみで、推進と方向選択

可能なシンプルな機構のため、医療用カテーテルへの適用

はもちろん、その他の管内移動の手法として利用できます。

用途例）能動内視鏡 / 能動カテーテル / 管内自走装置

湾曲部の構造

分岐の直前で加圧時間を変更し、湾曲方向を調整

適切な湾曲方向に先端が向いたところで排気すると、
目標の方向へ推進します。

1本の極細構造のチューブ内に流体圧を印加するのみで、ミミズのような蠕動運動による
『推進』とチューブ先端の湾曲⾓制御による『⽅向選択』が可能な線状移動体です。
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先端から順に断面積Sの大きい流路を設けており、
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先端

流体供給用チューブ

推進方向

加圧と排気を交互に繰り返すことで管路内を推進します。
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螺旋に繊維を巻く

内部に拘束

軸方向に回転 湾曲部分が回転
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湾曲の原理

気管支内視鏡への適用

・ 細径に対応可能
・ 立体的な分岐に対応可能
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